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（注） 明治20年代以降、10年代 まで よりも水害の頻度は大きくなっている。その理由 として記録として残された資料の問題 もある
が、「利根川 高水工事計画意見書」 明治i 年）では、中田地点において同じ洪水量に対し て明治20年代は明治18年に比 べて3
尺(0.9m) 高くなったことが主張されている。 水位が高くなれば渡良瀬の洪水 は排出し にくくなるとともに、利根川 は逆流
しやすくなる。
































































































計画 とし て①築 堤 と新 川 の開 削 に より利 根川 に流下 させ る河 道案 、② 渡 良瀬 川 の沿 岸 に貯 水 池 を
つ くり、 利 根川合 流量 を減 水さ せ る遊 水地 案、 の2 案が 提示 さ れ た。 だが 河道 案 は、 現 在進 行 中 の
利 根 川改 修 事業 に多 大 な影響 を 与 える とし て、 遊水 地案 が 実行 計画 とし て説明 さ れた のであ る。 そ
の遊 水地 案 は、赤 麻 沼 と谷中 村 を中 心 とする ものだ っ た。
この遊 水地 計 画 を もとに 、い ろ いろ な 角度 か ら質疑 が 行 わ れた。 特 に興 味深 い こ と は思川 改 修 と
の関連 であ る。 中 山は 「思川 、 渡良 瀬 川 ヲ併合 シテ貯水 池 ヲ作 ル計 画 ナ リ」 と述 べて い る。 つ まり
計 画 の基 本 は、 実施 中 の利 根 川 改修 事業 に影響 を与 えない こ と と もに、 思 川 を含 めた 改修 計画 の樹
立 で あっ た。
さ ら に、遊水 地 に堆 積す る土 砂 に つい て 日下部 は、「十 年乃 至二 十 年 間位 ハ耐 へ得 ル ノ設 計 ヲナ ス



























































表－2 谷中村の治水堤防費 表－3 谷中村罹災救助金支出
8 千4 百3 拾4 円7 拾6 銭9 厘
千8 百4 拾5 円5 拾8 銭5 厘7
百拾3 円フ拾8 銭7 厘1
万6 千3 百5 拾5 円5 拾銭7 厘5
千8 百7 拾3 円8 拾4 銭5 厘
千5 百8 円7 拾2 銭4 厘8
千4 百4 拾8 円9 拾7 銭4 厘3
万3 千3 百6 拾8 円4 拾6 銭8 厘2
万4 千6 百8 拾7 円6 拾8 銭1 厘5
万9 千9 百6 拾4 円2 拾銭4 厘2
千6 百4 拾4 円9 拾9 銭7 厘4
百3 拾7 円5 拾9 銭4
百5 拾円6 拾5 銭3 厘3
万4 千百8 拾9 円5 拾1 銭1 厘2
















計2 拾2 万5 千百5 拾8 円5 拾8 銭3 厘
出典:r 谷中村民有地ヲ買収シテ瀦水池を設ケル秦書』
「救現Nq7 」田中正造大学出版部1988 年
2 千6 百3 拾4 円5 拾5 銭5 厘3
千7 百3 拾5 円7 拾銭2 厘3
千3 百6 拾8 円4 拾5 銭8 厘
○OO3
千3 百2 拾8 円7 拾銭4 厘5
百4 拾3 円3 拾8 銭4 厘2










計1 万6 千5 拾2 円6 拾3 銭8 厘











































































































































当時、川辺村には430戸、3,100人、利島村には戸数580 戸、人口4,200人 を抱えており、谷中村 より
かなり多い人々が生活していた。 ここが明治15 年、18 年、22 年、23 年、29 年、31 年、35 年 と立て続
けに破堤したのであり、県会では復旧に対して不信の念が抱かれたのである24)。ここには、明治23 年
以来30 万 円以上が復旧工事を中心 として支出されていた。
明治35 年の出水後、埼玉県では新築堤計画と遊水地計画が調査・検討されたが両計画 とも採用さ
れず、結局、復旧工事 となった。知事 は「先ノ事二就テノ計画ハーモゴザイマセヌ」 と答弁 してい
る。なお両村の堤防の大 きさは、利根川対岸から厳しく抑制されていたようである。つ まりこの堤





北河辺町 に今日見られる対岸 と同等 の大 きさの堤防が整備されたのは、政府に よる近代改 修に
よってである。
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WATARASERiverImprovementProjectwasstartedbytheInteriorMinistry
in1910.IntheProject,WATARASERetardingBasinwasconstructedwith
abolishingYANAKAVillage.Inthebackgroundofthisconstruction,ASHIO
MINEPOLLUTANTOCASEexisted.Alsothefloodcontrolwasimportantin
thelowerareaofWATARASERiver.
WATARASERiverrunstogetherOmoiRiverinthelowerreachesandis
joinedbyToneRiver.ThelowerareaofWATARASERiverwassufferedfromthe
flooddamagesincetheModernTimes.Theareaoppositionwasoccuredintensive-
lybetweenthelowerpartandtheupperpart.Forexanple,thereinforcementofthe
bankinsomeareabroughtabouttheincreaceofthedangerintheotherarea.
AstherewasariseoftheriverbedofTONERivertoo.theflooddamage
occuredofenwiththedikebreakinthisareainMeijiEra.Butthepollutant
producedinthecopperminingprocessatASHIOMINEintensifiedtheflood
damagemore.TOCHIGIPrefecturedrewuptheplanofaspilwaybuttheopposi-
tionofIBARAGIPrefecturewhichislocatedonthelowerreachesfrustratedit.
Afterall,TOCHIGIPrefecturegaveupthereinforcementofthebankandestab-
lishedtheplanofretardingbasininwhichYanakaVillagewasabolished.This
projectwastakenoverandemplementedbytheInteriorMinistry ・KeyWords:WATARASERiverImprovementProject,AreaOpposition,YANAKAVillage
